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２学期スタート！ 
夏休み、充実した時間を過ごせましたか？今日からいよいよ 2 学期が始まります。この 2 学期

は、自分の進路を決めるための、また、これまでの努力を結果につなげるための大切な期間です。

過去を変えることはできないけれど、未来は「今」の積み重ねで変えることができます。2 学期

をどう過ごすか、一緒に模索していきましょう。それぞれの目標が達成できるように先生たちも

全力でサポートします。迷ったり悩んだりしたときは、一人で抱え込まず、いつでも相談してく

ださい。また、4 月から伝えているように、進路選択は団体戦です。学年の仲間と一緒に、授業

や行事を頑張る中で、進路を切り拓く力を身につけていきましょう。さあ、2 学期スタートです！ 

直近のテストについて 
今週 29 日金曜日には 2 回目の実力テスト、来週２日火曜日には大阪府チャレンジテストが実

施されます。夏休み中にばっちり準備ができていると思いますが、あと少し時間があります。苦

手なところを中心に、再度見直しをしておきましょう。 

テスト時間割 第２回 実力テスト   ①国語 ②社会 ③数学 ④英語 ⑤理科 

       大阪府チャレンジテスト ①国語 ②社会 ③数学 ④理科 ⑤英語 ⑥総合 

学習をする中で、効率がいいとされている方法をいくつか紹介します。学習を進めていて「い

いな！」と思った方法はぜひ、みんなに共有していきましょう。 

①五感をフル活用「多感覚学習」 

 ・声に出して読み、目・耳から情報を取り入れる 

 ・手を動かして書く（文字の形、意味、スペルなどを意識するとさらに Good） 

 ・リズムに合わせて体を動かしながら反復する 

②アウトプット 

 ・人に説明する 

 ・自分で問題を作ったり、説明書を作ったりする 

③「タイミング」×「繰り返し」 

 ・「寝る前」と「朝起きてすぐ」に同じ学習をすると 

睡眠中に情報が整理され定着に効果的 

 ・短時間の学習を複数回に分けて行う分散学習なら 

忙しい人にもピッタリ 

最初の授業に関わる特別な連絡 
□国 語：漢字３級まとめテストを行う。（100 点満点、50 点以下後日再テストあり。） 

□理 科：チャレンジテスト過去問を直しまでして提出すること。 

□社会 H：「これで！完ぺき社会」を提出すること。 

□音 楽：いつもの用意＋合唱コンクールの楽譜を持参すること。 

□技 術：2 学期は家庭科ではなく技術の授業です。 

     技術の教科書・資料集・ノートなど、２年時の授業準備と同じ用意をしてください。 

他の教科はいつも通りの授業準備です。時間割をよく確認して、忘れ物のないようにしましょう。 

2 学期の連絡・予定 
18 月 26 日（火）４時間授業 二測定(体操服)  

18 月 27 日（水）４時間授業 

18 月 28 日（木）５時間授業・昼食開始（給食申し込み必要！） 

18 月 29 日（金）５時間授業・第２回実力テスト 

19 月 12 日（火）チャレンジテスト・クラブ写真撮影 

19 月 13 日（水）つどい 

19 月 19 日（火）文化発表会 

19 月 17 日（水）～19 日（金）２学期中間テスト 

10 月 10 日（金）体育大会（雨天予備日 15 日） 

10 月 23 日（木）学年合唱コンクール・進路説明会 

10 月 24 日（金）全校合唱コンクール 

11 月 14 日（火）第３回実力テスト 

11 月 17 日（金）漢検（申込者のみ・申込〆切 8 月 26 日） 

保護者のみなさまへ 

 長かった夏休みが終わり、２学期を迎えました。夏休み中、お子様の様子はいかがでしたか。

今週から大きなテストが２つ続き、行事もたくさん重なっていきます。勉強と行事の両立がうま

くいくよう、ご家庭でもお声掛けいただけましたら幸いです。あわせて、保護者の皆様にご来校

いただける機会もございます。お忙しい中恐縮ですが、ぜひお子様の頑張っている様子を見にい

らしてください。 

2学期から「LEBER」を使った資料の配信がスタートします。登録をご希望される場合はお手数

ですが、担任までご連絡ください。気になることがありましたら、学校までご連絡ください。 

 また、摂津市 GIGA スクール構想の実現に係るタブレット端末が更新されます。新しい端末の

利用には同意書の提出が必要です。明日、ご提出いただきますよう、ご協力をお願いいたします。 
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